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令和５年度  山辺里地区区長会要望事項  
 

１  廃校及び廃園された施設の有効活用の促進について  

廃校 や 廃園 に なっ た旧 山 辺里 小 学校 、旧山 田 分校 、旧 門 前 谷保 育 園 、

旧門 前 谷小 学 校 、旧大 栗 田小・中 学 校に つ いて は 、体 育施 設 、埋蔵 文 化

財 収 蔵 庫 及 び 市 書 類 保 管 庫 と し て 利 用 さ れ て お り 、 雑 草 及 び 樹 木 の 管

理も 年 数回 実 施さ れて い ると こ ろで あり ま す。  

この う ち 、旧 山 辺 里小 学 校体 育 館（ 山辺 里 第二 体 育館 ）は 、年 間 利用

者数 が 3,000 人 を 超え る 利用 が 図ら れて お りま す が、 その 他 の施 設 に

つい て は、老朽 化 も 進み 、市 民 目線 か ら する と 有効 活 用が 図ら れ てい な

い状 況 にあ り ます 。  

小 学 校 や 保 育 園 建 設 当 時 は 、 地 域 住 民 や 地 権 者 の 多 大 な る ご 理 解 と

ご 協 力 を 頂 き な が ら 設 置 さ れ た 施 設 で あ り 、 そ の 思 い に 応 え る た め に

も、 有 効活 用 が早 急に 望 まれ る とこ ろで あ りま す 。  

この た め、市民 が 多 く利 用 して い る山 辺里 第 二体 育 館に つい て は、引

き続 き、良 好な 維 持 管理 を お願 い する とと も に、残る 廃 校 及び 廃 園さ れ

た施 設 につ い ては 、解体 も 含め 、有 効 活 用策 を 速や か に検 討く だ さる よ

う強 く 要望 い たし ます 。  

（平 成 25 年度 か ら 継続 ）  

 

【回 答 】  

旧山 辺 里小 学 校、 旧山 田 分校 、 旧門 前谷 小 学校 、 旧門 前谷 保 育園 に つ

きま し ては 、 現在 、文 化 財収 蔵 庫及 び市 文 書類 保 管庫 とし て 利用 し てお

りま す 。老 朽 化の 著し い 旧門 前 谷保 育園 に つき ま して は、 本 年 10 月 に

収蔵 文 化財 を 別施 設に 搬 出し 、 将来 的に は 解体 す る予 定で あ りま す が、

その 他 の施 設 につ いて は 、 引 き 続き 施設 及 びそ の 周辺 を適 切 に管 理 しな

がら 利 用を 継 続し たい と 考え て おり ます 。  

廃校 を 利用 し た体 育施 設 につ い ては 、ス ポ ーツ 施 設整 備計 画 に基 づ

き、 耐 用年 数 を経 過し 、 大規 模 改修 が必 要 とな っ た際 には 、 建て 替 えを

する こ とな く 施設 を廃 止 し、 利 用調 整を 図 って い くこ とと し てお り ます

ので 、 山辺 里 第二 体育 館 （旧 山 辺里 小学 校 体育 館 ）に つき ま して も 、随

時必 要 な修 繕 を行 い、 引 き続 き 適切 な維 持 管理 に 努め てま い りま す 。  

（問 合 せ先 ： 生涯 学習 課 ）  

 

 

２  日下地内屋外運動施設（創設非農用地）の有効利用について  

日 下 地 内 の 創 設 非 農 用 地 は 、 当 初 利 用 計 画 の 総 合 運 動 公 園 の 一 部 と

して 平 成 29 年 度 に 簡易 な 整地 工 事な どが 実 施さ れ まし たが 、当該 施 設

に至 る 幅 員 12 メ ー トル 道 路も 未 整備 のま ま で、未 だに 現実 的 な利 用 目

的や 活 用方 法 が定 まっ て おり ま せん 。  

維持 管 理に つ いて は 、周 辺 の自 治 会（ 農家 組 合等 ）が 除 草作 業 を請 け

負 っ て い る 状 況 で 、 生 産 性 の な い 広 大 な 未 利 用 地 と な っ て い る の が 現

状で す 。  
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この た め、持続 可 能 な本 市 のま ち づく りの た め、早急 に 有 効利 用 を進

めて い ただ き たく 強く 要 望 い た しま す。  

（平 成 30 年度 か ら 継続 ）  

 

【回 答 】  

ご要 望 をい た だい てい る 日下 地 内屋 外運 動 施設 に つい ては 、 当初 か ら

必要 最 小限 の 整備 とし て おり 、 社会 情勢 や 経済 状 況の 変化 な どを 踏 ま

え、 用 途変 更 も視 野 に 入 れ、 有 効活 用が 図 られ る よう 検討 を 進め る こと

にし て おり ま す。 現時 点 では 具 体的 な方 向 性は 定 まっ てお り ませ ん が、

約７ ha も の広 大 な 土地 で あり 、 本市 にと っ て大 変 有益 なエ リ アで あ ると

考え て おり ま すの で、 あ らゆ る 可能 性に つ いて 引 き続 き検 討 して ま いり

ます 。  

また 、 接続 道 路に つき ま して も 、当 該土 地 の有 効 活用 と併 せ て検 討 し

てま い りま す 。  

（問 合 せ先 ： 建設 課、 生 涯学 習 課）  

 

 

３  村上山辺里ＩＣのフル化について  

朝 日 温 海 道 路 の 開 通 や 日 沿 道 の ミ ッ シ ン グ リ ン ク の 解 消 に 加 え 、 道

の駅「 朝 日」等 の整 備 、交 流 人口 及 び 関係 人 口の 増 加へ の対 応 と前 段 ２

の「日 下 地内 の 広 大な 未 利用 地 の有 効利 用 」、さら に は 、工業 団 地へ の

労働 力 の確 保 のた めに は「 村 上山 辺 里 ＩＣ 」の フ ル化 は 必 要 か つ 重要 な

政策 と 考え ま す。  

こ の た め 、 国 土 交 通 省 及 び 関 係 機 関 へ の 積 極 的 な 働 き か け を 要 望 い

たし ま す。  

（平 成 26 年度 か ら 継続 ）  

 

【回 答 】  

昨年 度 も回 答 いた しま し たが 、 フル ＩＣ 化 の整 備 につ きま し ては ハ ー

フＩ Ｃ 建設 時 と同 様に 連 結に よ る整 備効 果 の検 討 が必 要と な って ま いり

ます 。 市で は 平 成 29 年 度 にＩ Ｃ 改良 概 略検 討 を行 い 、国 土交 通 省羽 越

河川 国 道事 務 所と 協議 を 行い ま した が、 現 状以 上 の整 備効 果 を示 す 費用

対効 果 が上 が らな いと 連 結は 認 めら れな い との こ とで した 。  

しか し なが ら 、日 沿道 の 延伸 に 伴い 、交 通 ネッ ト ワー クが 広 がる こ と

によ る 交流 人 口の 増加 な ど、 整 備効 果に 関 わる 要 因の 変動 が ある た め、

引き 続 き検 討 を進 めて ま いり た いと 考え て おり ま す。  

（問 合 せ先 ： 建設 課）  

 

 

４  冬期間の渋滞解消と 道路整備について  

(１ )冬 期 間 の 交 通 渋 滞 の 解 消 に つ い て  

こ れ ま で 県 道 上 山 田 山 辺 里 線 日 下 交 差 点 の 青 信 号 の 時 間 調 整 や 工 業

団 地 内 市 道 の 消 雪 施 設 設 置 な ど の 対 策 を し て い た だ い て は お り ま す が 、
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特 に 冬 期 間 の 工 業 団 地 へ の 通 勤 時 間 帯 に お い て 、 県 道 上 山 田 山 辺 里 線

と県 道 大栗 田 村上 線は 大 渋滞 と なり ます 。  

この こ とは 、工 業 団 地へ の 通勤 者 の負 担だ け では な く、下 相川 集 落内

の 狭 隘 の 道 路 を 抜 け 道 と し て 利 用 す る 車 両 も あ る こ と か ら 、 地 区 住 民

や通 学 児童 へ の危 険度 も 増え る 結果 とな っ てお り ます 。  

この た め、地形 的 に 新た な ルー ト は難 しい と のこ と でし たが 、再 度 別

ルー ト 等を 検 討し てい た だき た く強 く要 望 いた し ます 。  

（平 成 26 年度 か ら 継続 ）  

 

【回 答 】  

通勤 時 間帯 の 交通 渋滞 解 消に つ きま して は 、こ れ まで 村上 警 察署 に 依

頼し 、 県道 上 山田 山辺 里 線日 下 交差 点、 山 辺里 北 交差 点の 信 号機 の 時間

調整 を 最大 限 行い 渋滞 解 消に 努 めて おり ま す。  

交通 網 の見 直 し検 討に つ きま し ては 、平 成 28 年度 に 新 ルー ト を検 討

しま し たが 、 工業 団地 内 企業 の 事業 拡張 計 画の た め実 施が 難 しい 状 況で

す。 別 ルー ト につ きま し ても 、 土地 利用 の 現状 や 工業 団地 周 辺の 地 形等

の状 況 から 難 しい と考 え ます が 、再 度検 討 を進 め てま いり ま す。  

（問 合 せ先 ： 市民 課、 建 設課 ）  

 

 

(２ )市 道 山 添 線 の 整 備 に つ い て  

仲 間 町 か ら 門 前 に 至 る 市 道 山 添 線 は 、 現 在 赤 沢 入 り 口 ま で は 舗 装 整

備 が 完 了 し て い ま す が 、 赤 沢 地 内 及 び 門 前 地 内 で は 未 整 備 の 状 況 が 長

年 続 い て い ま す 。 こ の 道 路 に つ い て は 豪 雨 災 害 や 地 震 災 害 な ど に よ り

県道 大 栗田 村 上線 が寸 断 され た 場合 には 重 要な 迂 回路 にな り ます 。  

この た め、緊急 車 両 の通 行 や、緊急 事 態 に速 や かに 対 応す るた め にも

市道 山 添線 の 整備 に加 え 、赤 沢 集落 内迂 回 路（ 赤 沢９ 号線 と 赤 沢 17 号

線） の 早急 な 整備 を強 く 要望 し ます 。  

また 、門 前 集落 か ら 山添 線 に至 る 中之 橋に つ いて も、設 計 委託 が 完了

して い るこ と から 、予算 の 確保 を 行い 、速や か に改 修 整備 を行 う よう 強

く要 望 いた し ます 。  

（平 成 18 年度 か ら 継続 ）  

 

【回 答 】  

市道 山 添線 及 び市 道赤 沢 17 号線 に 関 する ご 要望 の 主旨 や実 情 につ き

まし て は十 分 に理 解を し てい る とこ ろで す が、 現 在、 道路 や 橋梁 等 の老

朽化 対 策事 業 を優 先し て 進め て いる とこ ろ であ り 、各 種事 業 の進 捗 を勘

案し な がら 新 設改 良の 実 施を 検 討し てま い りま す 。  

また 、門 前 集落 か ら 山添 線 に至 る 門前 中之 橋 につ き まし ては 、老 朽 化対

策工 事 を 11 月 に 発 注す る 予定 と して おり 、請 負 業者 が 決ま り 次第 、工 程

等に つ いて お 知ら せい た しま す 。  

（問 合 せ先 ： 建設 課）  
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５  悪臭及び水質汚濁対策について  

令和 元 年度 に 市と 畜産 業 者、 門 前谷 地 区 7 集 落で 公 害 防止 協 定を 締

結 し 、 市 の 定 期 的 な 臭 気 測 定 結 果 に よ り 畜 産 業 者 へ 指 導 を 実 施 し て い

た だ い て お り 、 畜 産 業 者 に お い て も 悪 臭 対 策 に は 細 か な 対 応 を 行 っ て

い た だ い て お り ま す が 、 時 期 に よ っ て は 悪 臭 に よ り 非 常 に 不 快 な 状 況

とな る こと が あり ます 。  

また 、門 前 川の 水 質 汚染 も 懸念 さ れて いま す ので 、悪 臭 と 合わ せ 事業

所の 排 水調 査 によ る監 視 等、水質 汚 濁 防止 に つい て も、引 き続 き 畜産 業

者へ の 指導 と 監視 を強 く 要望 い たし ます 。  

（平 成 23 年度 か ら 継続 ）  

 

【回 答 】  

畜産 施 設か ら の悪 臭に つ いて は 、年 ２回 臭 気測 定 を実 施し 、 基準 値 を

超え る 場合 は その 都度 畜 産業 者 への 指導 を 行っ て きて おり ま す。 本 年度

も区 長 会の 皆 様と 共に 畜 産業 者 との 懇談 会 を実 施 し、 引き 続 き臭 気 対策

の強 化 を要 望 した とこ ろ であ り ます 。  

また 、 水質 汚 濁防 止に つ いて は 、周 辺河 川 の水 質 調査 及び 排 水路 の 水

質検 査 によ る 監視 を実 施 して お りま す。  

引 き 続 き 新 潟 県 な ど 関 係 機 関 と 連 携 し な が ら 指 導 を 強 化 し 監 視 を し て

まい り ます 。  

（問 合 せ先 ： 環境 課）  

 

 

６  河川整備について  

（ １ ） 小 谷 川 及 び 山 田 川 に つ い て  

「小 谷 川 」及 び「 山 田川 」は 、線形 に よ り河 床 の土 砂 が偏 って 堆 積し

川幅 が 狭く な って いる た め、洪 水時 に堤 防 が決 壊 する 恐れ が あり ま す。

さら に 、堆積 物 で 川底 が 洗掘 さ れ 、部分 的 に深 く なっ て お り 、毎年 行 政

か ら の 依 頼 に よ る 除 草 作 業 に 支 障 を き た し て い る 箇 所 も 多 い た め 、 河

床 の 整 備 を 引 き 続 き 県 へ 働 き か け て い た だ く よ う 強 く 要 望 い た し ま す 。 

（平 成 24 年度 か ら 継続 ）  

 

【回 答 】  

県で は 、パ ト ロー ル等 に より 現 地を 確認 し てお り 、緊 急度 や 必要 性 を

考慮 し なが ら 対応 して い ただ い てお りま す 。引 き 続き 、河 床 整備 の 必要

な個 所 につ い て早 期対 応 を図 っ てい ただ け るよ う 、県 に対 し て要 望 を行

って ま いり ま す。  

（問 合 せ先 ： 建設 課）  
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（ ２ ） 門 前 川 に つ い て  

住民 の 安心・安 全 のた め 、堤防 の 危 険個 所 の改 修 、洗 掘防 止 及び 河川

敷 の 雑 木 除 去 等 に つ い て 近 年 豪 雨 災 害 が 多 発 し て お り ま す の で 、 市 か

らも 早 急な 対 策を 県へ 働 きか け てい ただ く よう 強 く要 望い た しま す 。  

（平 成 24 年度 か ら 継続 ）  

 

【回 答 】  

県で は、「 防災 ・ 減 災、 国 土強 靭 化の ため の 5 か 年 加速 化対 策 」事 業

によ り 、河 道 掘削 や支 障 木伐 採 等を 実施 し てい た だい てお り ます 。  

「門 前 川を 守 る会 」と も 連携 し 、そ の他 の 必要 個 所に つい て も早 期 に

対応 し てい た だけ るよ う 、引 き 続き 、県 に 対し て 要望 を行 っ てま い りま

す。  

（問 合 せ先 ： 建設 課）  

 

 

７  有害鳥獣対策の強化について  

  近 年、里山 の 管 理不 全 や自 然 環境 の変 化 によ り、サ ル やイ ノ シシ 等 に

よる 農 作物 等 への 被害 に 加え 、人 里へ のク マ の出 没 によ り市 民 生活 の 安

全安 心 に大 き な影 響を お よぼ し てお りま す 。  

  村 上市 、新 潟 県 及び 関 係団 体 の対 策に 加 え、新潟 県 猟 友会 村 上支 部 の

ご尽 力 によ り 、被 害 等を 最 小限 に 食い 止め て おり ま すが 、今後 さ らな る

被害 や 安全 安 心が 脅か さ れる こ とが 懸念 さ れる と ころ であ り ます 。  

  ま た 、 自 治 体 か ら の 補 助 に よ り 電 気 柵 の 設 置 個 所 も 増 設 し つ つ あ り

ます が 、将来 に おい て安 全 安心 を 担保 でき る とも 言 い切 れな い 感が 拭 え

ない の も事 実 であ りま す 。  

 こ の こと か ら 、新 潟県 や 関係 団 体と の連 携 をさ ら に強 化し 、抜 本 的な

施 策 に よ り 農 作 物 の 保 護 と 市 民 生 活 の 安 寧 に 務 め て く だ さ る よ う 要 望

いた し ます 。  

（新 規 ソフ ト 要望 ）  

 

【回 答 】  

鳥獣 被 害対 策 には「 侵入 防 止対 策」、「 個体 管 理 」、「 生 息 環境 管 理 」の ３

本柱 が 有効 と され てい ま す。現在 推 進 して い る電 気 柵設 置等 に よる「侵 入

防止 対 策」に 加え 、猟友 会 への 捕 獲委 託に よ る「 個 体管 理」、ま た、「生 息

環境 管 理」とし て 住 民参 加 型の 集 落環 境診 断 によ り、有 害 鳥獣 を 寄せ 付 け

ない 環 境づ く りを 進め て おり ま す。  

また 、 有害 鳥 獣に おけ る 市街 地 被害 防止 へ の対 応 につ いて は 、通 報 が

あれ ば 現場 状 況の 確認 を 行い 、 まず は周 辺 の区 長 や学 校関 係 等へ の 警戒

情報 を 流し 、 人身 被害 防 止に 努 めて いる と ころ で す。 また 状 況に よ って

は猟 友 会の 協 力の もと 、 檻の 設 置を し、 駆 除を 行 って きて い ると こ ろで

す。 鳥 獣被 害 対策 には こ れら の 取り 組み を 地元 の 皆様 と行 政 が協 働 で取

り組 む こと が 重要 であ り ます の で、 皆様 の ご理 解 とご 協力 を お願 い いた

しま す 。  

（問 合 せ先 ： 環境 課、 農 林水 産 課）  
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８  市民協働のまちづくりについて  

  十 数年 前、村 上市 の 要請 に より 、現 在 17 の ま ちづ くり 協 議会 が 組織

され 、地 域住 民 によ る地 域 の活 性 化や 地域 課 題に 対 応し た各 種 事業 が 実

施さ れ てき て おり 、市民 協 働の ま ちづ くり の 推進 に 大き な成 果 を上 げ て

いる と ころ で す。  

   本 市 の 財 政 状 況 か ら ま ち づ く り 交 付 金 の 増 額 は 難 し い と こ ろ と は 推

測さ れ ます が 、厳 しい 財 政状 況 であ れば こ そ 、市 民 の 力を 結 集し た「 市

民協 働 のま ち づく り」 が 重要 と 考え てお り ます 。  

この た め、 次 の点 につ い て要 望 いた しま す 。  

①  村 上 市 が 考 え る 「 ま ち づ く り 協 議 会 」 の 将 来 像 の 明 確 化  

②  ま ち づ く り 交 付 金 の 拡 充 、 ま た は 地 域 課 題 解 決 へ の メ ニ ュ ー 化  

③  地 域 完 結 型 市 民 協 働 の ま ち づ く り の た め の 市 職 員 等 の 増 員 確 保  

 （ 新 規ソ フ ト要 望）  

 

【回 答 】  

市 内 17 の 地域 ま ち づく り 組織 は 、地 域課 題 の解 決 や地 域の 元 気づ く

り、 コ ミュ ニ ティ 活動 を 地域 と 行政 が共 に 取り 組 んで いく 推 進母 体 であ

り、 地 域コ ミ ュニ ティ の 維持 に 大き な役 割 を果 た して おり ま す。  

 

①  地 域ま ち づく り組 織 （協 働 のま ちづ く り） の 目指 すと こ ろは 、 そ

れぞ れ の地 域 特性 によ っ てさ ま ざま であ る と考 え ます が、 最 終的 に

は地 域 住民 が 主体 とな っ て地 域 を支 える 「 新し い 公共 」の 実 現で あ

り、 自 分た ち の手 で自 分 たち に 合っ た地 域 を地 域 住民 と行 政 が協 働

して 築 き上 げ てい くこ と にあ る と考 えて お りま す 。  

 

②  ま ちづ く り交 付金 は 、市 民 協働 のま ち づ く り を推 進す る ため に 行

政か ら の支 援 の一 つと し て行 っ てい る財 政 支援 で あり ます 。 交付 金

の額 は 市税 の １パ ーセ ン ト以 内 を目 安と し てお り ます が、 安 定し た

財政 支 援を 目 指し て制 度 創設 当 初か ら６ 千 万円 の 額を 毎年 度 、交 付

金と し て支 出 して まち づ くり 組 織の 活動 に 活用 い ただ いて い ると こ

ろで あ り、 今 後も 同様 な 取り 扱 いを 行っ て まい り たい と考 え てお り

ます 。  

   なお 、 本年 度、 地 域ま ち づく り組 織 の将 来 像の 実現 に 向け て 地域

まち づ くり 組 織が より 主 体的 に 取組 を進 め てい く ため の方 策 を検 討

する 作 業に 着 手し たと こ ろで あ り、 この 作 業 の 中 で交 付金 の 在り 方

につ い ても 検 討し てい く こと と して おり ま す。  

 

③  行 政か ら 地域 まち づ くり 組 織へ のも う 一つ の 支援 であ る 「人 的 支

援」 と して 、 市職 員を 地 域ま ち づく り組 織 の事 務 局と して 配 置し て

いる と ころ で あり ます 。  

   職員 は 地域 まち づ くり 組 織が 自立 す るま で の間 、配 置 して い るも

ので あ り、 増 員は 考え て おり ま せん 。  

なお 、 国の 制 度で ある 都 市部 の 住民 を一 定 期間 受 入れ 、地 域 協力

活動 に 従事 し なが ら定 住 ・定 着 を図 る「 地 域お こ し協 力隊 」 や、 地
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域活 性 化の た めに 地域 に 入っ て 、課 題を 共 有し 、 その 解決 に 取り 組

む「 集 落支 援 員」 を積 極 的に 活 用 し てい き たい と 考え てお り ます 。  

（問 合 せ先 ： 市民 課）  

 

 


